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社 ― 20 



老人福祉論 

 
問題 81 認知症高齢者のケアに関する次の記述のうち，適切なものを一つ選びなさい。 

１ 認知症高齢者の日常生活自立度判定基準のⅡは，日常生活に支障を来すような症状・

行動や意思疎通の困難さが時々見られ，介護を必要とする状態を指す。 

２ パーソンセンタードケアとは，疾病あるいは症状を対象にしたアプローチではなく，

生活する個人を対象とするケアである。 

３ 認知症スクリーニングテストとして用いられている「ＭＭＳＥ」は，２０点満点で  

１０点以下であれば，認知症の疑いが強いとされる。 

４ アルツハイマー型認知症とは脳の動脈硬化を基盤とし，脳梗塞
こうそく

を繰り返すうちに，段

階的に知能が低下し，日常生活に介助を要する状態をいう。 

５ 認知症が軽症の間の見当識については，自分の行き慣れた場所だけではなく，新しい

場所の見当識も保たれている。 

 

（注） 「ＭＭＳＥ」とは，Mini-Mental State Examination のことである。 
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問題 82 高齢者虐待の防止に関する次の記述のうち，適切なものの組み合わせを一つ選

びなさい。 

Ａ 市町村は，養護者による高齢者虐待の防止や養護者による高齢者虐待を受けた高齢者

の保護等を適切に実施するために，これらの事務に専門的に従事する職員を確保するよ

う努めなければならない。 

Ｂ 自らが勤務する養介護施設において，その施設の従事者によって虐待を受けた高齢者

を発見した従事者は，市町村に通報するよう努めなければならない。 

Ｃ 「高齢者虐待防止法」は，虐待防止に関する国等の責務，高齢者の保護，養護者に対

する支援等を定めることを目的として，介護保険法とともに制定された。 

Ｄ 地域包括支援センターは，虐待の事例を把握した場合には，「高齢者虐待防止法」等に

基づき，速やかに当該高齢者を訪問して状況を確認する等，事例に即した適切な対応を

とることとされている。 

 

（注） 「高齢者虐待防止法」とは，「高齢者虐待の防止，高齢者の養護者に対する支援等

に関する法律」のことである。 
（組み合わせ） 

１ Ａ Ｂ 

２ Ａ Ｄ 

３ Ｂ Ｃ 

４ Ｂ Ｄ 

５ Ｃ Ｄ 
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問題 83 高齢者の住宅及び住環境にかかわる施策に関する次の記述のうち，正しいもの

の組み合わせを一つ選びなさい。 

Ａ 公営住宅法（昭和２６年）では，制定時より社会福祉法人が公営住宅を活用して社会

福祉事業を行えるように規定していた。 

Ｂ 地域高齢者住宅計画（昭和６１年）が示され，その翌年，住宅金融公庫（現住宅金融

支援機構）の「バリアフリー対応賃貸住宅融資」の途が開けた。 

Ｃ 「高齢者居住法（平成１３年）では，民間賃貸住宅市場の整備等も目的とされている。 

Ｄ 住宅建設計画法（昭和４１年）による第５期住宅建設五箇年計画では，中高年者の使

用する室面積や設備の内容に対して一定の居住水準が示されていた。 

 

（注） 「高齢者居住法」とは，「高齢者の居住の安定確保に関する法律」のことである。 
（組み合わせ） 

１ Ａ Ｃ 

２ Ａ Ｄ 

３ Ｂ Ｃ 

４ Ｂ Ｄ 

５ Ｃ Ｄ 

 

問題 84 高齢者の心理的特性や社会的特性に関する次の記述のうち，正しいものを一つ

選びなさい。 

１ プロダクティブ・エイジングとは，心身機能の低下に伴い，社会の第一線から退き，

趣味と共に生きる高齢者のあり方を強調するものである。 

２ タルヴィング（Tulving,E.）によれば，高齢者に特有の長期記憶を個人にまつわる出

来事の記憶である意味記憶と，誰もが知っている知識に関する記憶であるエピソード記

憶に分けて説明できる。 

３ ライフコースは，社会的存在としての個人の生涯にわたる加齢過程を重視し，個人が

たどる多様な生活過程を明らかにしようとする見方である。 

４ 特定の文化に特徴的な言語や知識に適用される能力である流動性知能は，加齢ととも

に向上するとされている。 

５ 老年期の人格や特性は，すべての高齢者に特有の傾向があるとされている。 
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問題 85 市町村老人保健福祉計画（市町村老人福祉計画及び市町村老人保健計画）に関

する次の記述のうち，正しいものの組み合わせを一つ選びなさい。 

Ａ 市町村老人保健福祉計画は，市町村介護保険事業計画と調和が保たれたものでなけれ

ばならない。 

Ｂ 市町村老人福祉計画が定めるべき事項には，当該市町村の区域において確保すべき老

人福祉事業の量の目標，その確保のための方策などがある。 

Ｃ 市町村老人保健計画は，都道府県が定める広域連合ごとに医療等以外の保健事業の供

給体制の確保に関する事項を定める。 

Ｄ 市町村老人福祉計画に老人福祉センターの整備目標を掲げるに当たっては，市町村は

厚生労働大臣が定める標準を参酌することとなっている。 

（組み合わせ） 

１ Ａ Ｂ 

２ Ａ Ｃ 

３ Ｂ Ｃ 

４ Ｂ Ｄ 

５ Ｃ Ｄ 

 

問題 86 ケアマネジメントのモニタリングに関する次の記述のうち，正しいものを一つ

選びなさい。 

１ モニタリングの目的は，利用者のケアプランの第一案を作成することである。 

２ モニタリングは，援助目標を長期のものではなく，短期のものに書き換えるものであ

る。 

３ モニタリングは，訪問ではなく利用者の来所により行うものである。 

４ モニタリングは，ケアマネジャーが１人で行うのではなく，必ず２人以上で行うこと

になっている。 

５ モニタリングでは，面接だけでなく，記録に残すことも必要となる。 

 

 

問題 87 削除 
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（老人福祉論・事例問題） 

 

権利擁護に関する次の事例を読んで，問題８８から問題９０までについて答えなさい。 
〔事 例〕 

 Ｘ市に一人で暮らすＥ女（６７歳）は，日常生活上の意思決定にはあまり問題はないが，

加齢とともに，初対面の人とは緊張のあまり「頭が真っ白」になって，判断力が極度に落

ちるときがある。また，５０代初めから股
こ

関節に著しい変形を伴う変形性関節症のために

日常生活に支障をきたしており，身体障害者手帳も所持している。介護保険サービスは，

６５歳になってから，訪問介護や訪問看護などを利用している。 
 心身の障害のためもあってか，Ｅ女は以前から食料品や日用品を買い溜める傾向にあっ

たが，３年前の夏に，今は既に亡くなっている父親が入院中，一人で自宅にいた際に布団

販売の悪徳業者に勧誘され，２度にわたって１５０万円ずつ，計３００万円をだましとら

れた。さらに昨年の夏にはその仲間と思われる男が自宅を訪問してきて，「以前にだまされ

た布団を引き取ってあげる。そのためには会社に３１万円の手数料を払わなければならな

い」といわれて，その場で現金３１万円を渡してしまった。３００万円については業者の

領収書は残されていたが，３１万円の方は領収書もなく，どこの誰に持っていかれてしま

ったのかはまったく不明である。介護保険サービス開始当初より訪問介護を担当してきた

Ｇ訪問介護員は，昨年の暮れに，Ｅ女からその被害について聞かされた（問題８８）。 
 今年の夏になって他県に住むＥ女の弟・Ｆ男は，こうした一連の経緯をＥ女のＧ訪問介

護員から知らされた。Ｆ男は連絡を受けた１週間後にＥ女の自宅に行き，「頭が真っ白にな

ってしまった」という話をＥ女から聞いた。そして，Ｇ訪問介護員の助言によってＥ女の

地元の地域包括支援センターに出向き，社会福祉士と成年後見制度の適用の可能性につい

て相談した（問題８９）。 
 しかしその後，成年後見を申し立てるためにかかりつけの精神科医の診断をＥ女が受け

たところ，「意思能力のレベルは徐々に落ちてきてはいるが，日常生活が営めないほどでは

ない」という趣旨の診断が出され，Ｆ男は成年後見制度の活用については見送らざるをえ

なくなった（問題９０）。 
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問題 88 この時点で，Ｇ訪問介護員が早めに行うことが望ましいと考えられる対応に関

する次の記述のうち，適切なものに○，適切でないものに×をつけた場合，その組み合

わせとして正しいものを一つ選びなさい。 

Ａ サービス提供責任者へＥ女の状況について相談し，対応策について助言を受ける。 

Ｂ 悪質商法の被害についてＦ男へ連絡する。 

Ｃ 地域包括支援センターが行う消費者被害の防止についての情報をＦ男へ提供する。 

Ｄ こうした状態で一人暮らしを続けていると，さらに消費者被害の対象となることもあ

りえるので，施設入所を検討する。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ ○ × 

２ ○ ○ × × 

３ ○ × × ○ 

４ × ○ ○ ○ 

５ × × ○ × 

 

問題 89 Ｆ男の相談を受けた地域包括支援センターの社会福祉士の対応に関する次の記

述のうち，適切なものの組み合わせを一つ選びなさい。 

Ａ Ｆ男が遠く離れた他県に暮らしていて，成年後見人となるのは事実上無理なので，成

年後見の申立ては市長がすることになると説明した。 

Ｂ 被害金を取り戻すとともに，さらに被害が拡大することのないように，消費者センタ

ーにも届け出て相談するよう，Ｆ男に促した。 

Ｃ Ｅ女が被害にあった状況を知っているのはＧ訪問介護員であるので，Ｅ女，Ｆ男の話

と併せてＧ訪問介護員からも状況を聞くことにした。 

Ｄ 成年後見の申立ては，裁判所で認められるまでには一定の時間がかかるので，その間

に再び被害に遭うことのないよう，Ｅ女を引き取るべきだとＦ男を説得した。 

（組み合わせ） 

１ Ａ Ｂ 

２ Ａ Ｃ 

３ Ａ Ｄ 

４ Ｂ Ｃ 

５ Ｃ Ｄ 
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問題 90 地域包括支援センターの社会福祉士の対応に関する次の記述のうち，適切なも

のに○，適切でないものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選

びなさい。 

Ａ Ｅ女が住む地域の町内会役員や民生委員，Ｅ女が利用している訪問介護事業所の専門

職などで，見守りのチームを作ることにした。 

Ｂ Ｅ女のこれ以上の消費者被害を防ぐために，法定後見制度を活用することはできない

ので，自己破産制度を活用するようＦ男に情報提供をした。 

Ｃ 福祉サービス利用援助事業を活用すれば，Ｅ女の生活支援も可能であることをＦ男に

伝え，Ｆ男と共に市の社会福祉協議会に相談することとした。 

Ｄ 地域包括支援センター内にとどまらず，行政や消費者センターと連携して消費者被害

の事例や情報を収集し，提供することにした。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ ○ × 

２ ○ × ○ ○ 

３ ○ × × ○ 

４ × ○ ○ × 

５ × ○ × ○ 
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障害者福祉論 

 

問題 91 障害者自立支援法に基づくサービス利用の手続きに関する次の文章の空欄Ａ，

Ｂ，Ｃに該当する語句の組み合わせとして，正しいものを一つ選びなさい。 

障害者自立支援法に基づく介護給付費は，市町村もしくは「指定相談支援事業者等」に

よる「一次判定」と「市町村審査会」の「二次判定」に基づき，市町村が「Ａ」を認定し

たうえで，「Ａ」その他の事項を勘案して市町村が行う「支援要否決定」を経て支給される。

一次判定における調査項目には，介護保険制度で用いられている要介護認定基準と同様の

調査項目と，「行動障害及び「Ｂ」に関する調査項目」，「その他の精神面等に関する調査項

目」が含まれている。なお，介護給付費等に係る処分に不服がある場合は，「Ｃ」に審査請

求することができる。 
   Ａ        Ｂ          Ｃ 

１ 要介護度－－－－生活関連動作－－－－－都道府県知事 

２ 障害程度区分－－生活関連動作－－－－－都道府県知事 

３ 要介護度－－－－手段的日常生活動作－－市町村長 

４ 障害程度区分－－生活関連動作－－－－－市町村長 

５ 障害程度区分－－手段的日常生活動作－－都道府県知事 

 

問題 92 障害者に対する割引・減免制度に関する次の記述のうち，適切なものに○，適

切でないものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びなさい。 

Ａ 療育手帳の交付を受けている者は，ＪＲ旅客運賃割引制度の対象である。 

Ｂ 所得税法上扶養親族が障害者の場合，所得税の障害者控除が受けられる。 

Ｃ 点字のみを掲げたものを内容とする郵便物（３ｋｇ以下）は，無料で送ることができ

る。 

Ｄ 精神障害者が世帯主の場合は，ＮＨＫ放送受信料の半額が免除される。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ ○ × 

２ ○ × ○ ○ 

３ ○ × × × 

４ × ○ × ○ 

５ × × ○ ○ 
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問題 93 精神障害者の施策に関する次の記述のうち，正しいものに○，誤っているもの

に×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びなさい。 

Ａ 精神科病院入院患者の地域移行を実現するため，精神保健福祉士等による支援計画の

策定や相談・助言，関係機関等の連絡・調整などを行う精神障害者退院促進支援事業は，

障害者自立支援法の市町村地域生活支援事業の中に位置づけられている。 

Ｂ 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律における精神障害者通院医療費公費負担制

度は，障害者自立支援法の自立支援医療における精神通院医療として位置づけられた。 

Ｃ これまで多面的に地域生活を支えてきた精神障害者地域生活支援センターは，障害者

自立支援法の施設体系においてデイサービスセンターとして位置づけられた。 

Ｄ 平成１７年の障害者の雇用の促進等に関する法律の改正によって，精神障害者保健福

祉手帳を所持している精神障害者については，障害者雇用率に算定することができるよ

うになった。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ × ○ × 

２ ○ × × ○ 

３ × ○ ○ × 

４ × ○ × ○ 

５ × ○ × × 

 

問題 94 ノーマライゼーションに関する次の文章の空欄Ａ，Ｂ，Ｃに該当する語句の組

み合わせとして，正しいものを一つ選びなさい。 

障害者を「Ａ」するのではなく，「Ｂ」の中で普通の生活が送れるような条件を整えるべ

きであり，「Ｃ」社会こそノーマルな社会であるとの考え方。（「障害者基本計画」（平成１

４年）のノーマライゼーションの用語説明による） 
   Ａ    Ｂ         Ｃ 

１ 特別視－－一般社会－－－－－共に生きる 

２ 差別－－－あたたかな環境－－平等な 

３ 差別－－－一般社会－－－－－平等な 

４ 差別－－－一般社会－－－－－共に生きる 

５ 特別視－－あたたかな環境－－平等な 

 

10 第20回　＜午後＞　社会福祉士試験



問題 95 障害基礎年金に関する次の記述のうち，正しいものを一つ選びなさい。 

１ 障害基礎年金の障害等級には，１，２，３級がある。 

２ 障害基礎年金は，障害厚生年金とは併給できない。 

３ 障害基礎年金は，特別障害給付金とは併給できない。 

４ 障害基礎年金と老齢厚生年金は併給できない。 

５ 障害基礎年金は，２０歳に達した障害者の障害認定日が２０歳前の場合には支給され

ない。 

 

問題 96 「障害者雇用促進法」に関する次の記述のうち，正しいものに○，誤っている

ものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びなさい。 

Ａ 民間企業の法定雇用率は１.８％であり，厚生労働大臣への障害者の雇用状況について

の報告義務は，常用労働者１００人以上の企業から適用される。 

Ｂ 国及び地方公共団体，特殊法人の法定雇用率は，原則として，２.１％である。 

Ｃ 平成１８年の民間企業全体の実雇用率は１.５２％であり，平成１７年の実雇用率に比

べて若干増加している。 

Ｄ 障害者雇用納付金制度では，雇用率未達成企業（常用労働者３０１人以上）から納付

金を徴収し，雇用率達成企業に対して調整金，報奨金を支給している。 

 

（注） 「障害者雇用促進法」とは，「障害者の雇用の促進等に関する法律」のことである。 
（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ × × 

２ ○ × ○ ○ 

３ ○ × ○ × 

４ × ○ ○ ○ 

５ × ○ × × 
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問題 97 「リハビリテーション（Rehabilitation）」という用語に関する次の記述のうち，

適切なものに○，適切でないものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいもの

を一つ選びなさい。 

Ａ 語源は，re-（再び）と habilis-（適した）であり「再び適したものになること」を意

味する。 

Ｂ 中世には，領主や教会により破門された者が許されて復権することを意味した。 

Ｃ 第二次世界大戦後の傷痍
い

軍人対策として，障害者のリハビリテーションの取組が始ま

った。 

Ｄ 犯罪者の社会復帰の意味としても用いられる。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ ○ × 

２ ○ ○ × ○ 

３ ○ × ○ ○ 

４ × ○ × × 

５ × × ○ ○ 
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（障害者福祉論・事例問題） 

 

盲ろう者支援に関する次の事例を読んで，問題９８から問題１００までについて答えな

さい。 
〔事 例〕 

 Ｇさん（女性，２８歳）は，１歳２か月の時，両側性感音難聴と診断され，身体障害者

手帳の交付を受けた。１歳６か月の時から補聴器を使用しており，小・中学校は地元の普

通学校に在籍した。中学２年の時に，夜盲に気づき，眼科を受診したところ，網膜色素変

性症と診断された。視覚障害が徐々に進行したため，地元の聾
ろう

学校高等部（当時）２年生

のときに視覚障害の障害認定を受けた。卒業後，一般企業の経理を担当していたが，視力

が更に低下し，経理伝票など，業務に必要な文書を長時間読むことが困難になったため，

１０年間勤務した後，先月退職し，自宅で家事手伝いをしている。Ｇさんは，今後の生活

設計について相談するために福祉事務所を訪れた。 
 障害の状況は，聴力（右１１５デシベル，左１１５デシベル），視力（右０.１，左０.１），

中心視野１０度以内で，身体障害者手帳の障害程度等級は１級である。コミュニケーショ

ンについては，表出は発語が中心であり，情報獲得は，口話（読話）と手話を併用してい

る。手話は，聾学校高等部にいるときに友人から学んだ（問題９８）。 
 家族は，父，母，本人の３人で，父は６５歳で，仕事はしていない。経済的には，父の

老齢基礎年金と本人の障害基礎年金（１級）が家計収入であり，なんとか暮らしている状

態である。都内に居住しており，近隣にスーパーマーケットや商店街，病院やボランティ

ア・センターなどがある（問題９９）。 
 福祉事務所で相談した結果，Ｇさんは，地域で両親と生活したいと考えたが，盲ろう重

複障害による様々な問題があり，地域で暮らしていけるか自信がない（問題１００）。 
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問題 98 福祉事務所の担当職員が，Ｇさんとのコミュニケーションをとる際の留意点に

ついての次の記述のうち，適切なものに○，適切でないものに×をつけた場合，その組

み合わせとして正しいものを一つ選びなさい。 

Ａ 視力低下があるので，手話で話しかけるときには，できるだけ大きな動作にする。 

Ｂ よく聞こえるように補聴器の近くでなるべく大きな声で話す。 

Ｃ 話しかけるときは，口の動きが分かるように正面から話す。 

Ｄ 確実に伝えるために，なるべく手のひらに指で文字を書くようにする。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ ○ × 

２ ○ ○ × × 

３ ○ × ○ ○ 

４ × ○ × ○ 

５ × × ○ × 

 

問題 99 Ｇさんに対する福祉事務所の当面の支援に関して，適切なものに○，適切でな

いものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びなさい。 

Ａ 家計収入が不足しているので，本人の障害厚生年金を受給するための手続きをするた

めに社会保険事務所に行くよう助言する。 

Ｂ 視力を回復させることが一番大切であるので，角膜移植などの手術をするように病院

の受診を助言する。 

Ｃ Ｇさんが，調理や家事などの日常生活を問題なくできているかどうかを確認するため

に，それに対応できるリハビリテーションセンターに相談するよう助言する。 

Ｄ Ｇさんが，安心して外出できるように盲ろう者向け通訳・介助員派遣事業を行ってい

る障害者団体を紹介する。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ ○ × 

２ ○ ○ × × 

３ ○ × × ○ 

４ × ○ ○ ○ 

５ × × ○ ○ 
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問題 100 Ｇさんに対する今後の支援に関して，適切なものに○，適切でないものに×を

つけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びなさい。 

Ａ 今後さらに視覚障害が進行することも考えられることから，心理的なサポートが必要

である。 

Ｂ スーパーマーケットや病院など地域の生活施設の安全な利用のために行動援護サービ

スを積極的に利用することが好ましい。 

Ｃ コミュニケーションや移動の安全のために社会適応訓練を受けることが好ましい。 

Ｄ 悪徳商法などの被害に遭わないように福祉サービス利用援助事業を活用することが必

要である。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ × ○ 

２ ○ × ○ ○ 

３ ○ × ○ × 

４ × ○ ○ ○ 

５ × ○ × × 
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児童福祉論 

 

問題 101 ある県が設置している児童相談所に，児童福祉司を任用しようとする際の任用

基準に関する次の記述のうち，正しいものを一つ選びなさい。なお，候補者は，すべて

県知事の補助機関である県の職員であるとする。 

１ 保育士であれば，児童福祉司として任用することができる。 

２ 社会福祉士であれば，児童福祉司として任用することができる。 

３ 社会福祉主事であり，かつ，２年以上社会福祉事業に従事した者であれば，児童福祉

司として任用することができる。 

４ 保健師であり，かつ，２年以上社会福祉事業に従事した者であれば，児童福祉司とし

て任用することができる。 

５ 教員免許状を有する者であり，かつ，２年以上社会福祉事業に従事した者であれば，

児童福祉司として任用することができる。 

 

問題 102 相談及び支援に関する次の記述のうち，誤っているものを一つ選びなさい。 

１ 配偶者のない女子で現に児童を扶養しているものに対し，職業能力の向上及び求職活

動に関する支援を行うことは，母子自立支援員の業務の一つである。 

２ 児童及び妊産婦の福祉に関し，家庭その他からの相談に応じることは，市町村の業務

の一つである。 

３ 児童養護施設を退所した者に対する相談その他の自立のための援助を行うことは，当

該施設の目的の一つである。 

４ 児童家庭支援センターは，児童相談所に附置できる児童福祉施設の一つである。 

５ 要保護児童等に対する支援の内容に関する協議を行うことは，要保護児童対策地域協

議会が行う活動の一つである。 

 

問題 103 母子保健法に関する次の記述のうち，正しいものを一つ選びなさい。 

１ 「妊産婦」とは，妊娠中又は出産後１年以内の女子をいう。 

２ 「乳児」とは，１歳に満たない者のうち，「新生児」を除いた者のことをいう。 

３ 「幼児」とは，満１歳から満４歳に達するまでの者をいう。 

４ 「新生児」とは，出生後５６日を経過しない者をいう。 

５ 「未熟児」とは，身体の発育が未熟のまま出生した乳児であって，出生後６か月を経

過しない者をいう。 
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問題 104 次の記述のうち，市町村の業務でないものを一つ選びなさい。 

１ 主任児童委員の指名 

２ 子育て支援事業に関する必要な情報の提供 

３ 障害児に対する日常生活上の便宜を図るための用具の給付 

４ 満３歳を超え満４歳に達しない幼児に対する健康診査の実施 

５ 放課後児童健全育成事業の利用の促進 

 

問題 105 児童扶養手当に関する次の記述のうち，正しいものを一つ選びなさい。 

１ 精神又は身体に障害を有する児童の福祉の増進を図るために支給される。 

２ 手当の支給に要する費用は，支給事務に要する経費の一部を除いて，すべて国が負担

する。 

３ 父母が婚姻を解消したことを理由とする場合は，支給されない。 

４ 手当の支給は，婚姻を解消した父等が児童に対して履行すべき扶養義務の程度又は内

容を変更するものではない。 

５ 児童を扶養する保護者に現金で支給するだけではなく，児童育成事業を促進するため

に支出される場合がある。 

 

問題 106 次の文章の空欄Ａに該当する記述として，適切なものを一つ選びなさい。 

児童虐待を防止することは，子育ての支援体制の充実という少子化対策の面からも重要

な意味を持っております。そういうふうに認識をいたしておりますし，そして，児童が再

び児童虐待を受けないようにするためにその保護者の指導が重要であることも御指摘のと

おりであります。 
そこで，本法律案（児童福祉法の一部を改正する法律案（平成１６年２月１０日閣議決

定））におきましては，家庭裁判所が児童を乳児院などの施設に入所させる措置を承認する

際に「Ａ」が設けられております。 
１ 保護者への指導措置を採るよう，市町村に勧告することができる制度 

２ 保護者への指導措置を採るよう，都道府県などに勧告することができる制度 

３ 都道府県が採る指導措置に従うよう，保護者に命令することができる制度 

４ 適切な指導を受けるよう，保護者に勧告することができる制度 

５ 家庭裁判所による指導を受けるよう，保護者に命令することができる制度 

 

（注） 平成１６年１１月１２日の参議院本会議の会議録の一部を変更している。 
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 問題 107 次世代育成支援対策推進法に関する次の記述のうち，正しいものを一つ選び

なさい。 

１ 国及び地方公共団体以外のすべての事業主（一般事業主）は，必ず一般事業主行動計

画を策定するものとされている。 

２ 国及び地方公共団体以外の事業主（一般事業主）は，都道府県知事の定める行動計画

策定指針に即して，行動計画を策定するものとされている。 

３ 市町村は，５年を一期として市町村行動計画を策定するものとされている。 

４ 都道府県知事は，国及び地方公共団体以外の事業主（一般事業主）の団体のうちから，

次世代育成支援対策推進センターを指定することができるとされている。 

５ 母性並びに乳児及び幼児の健康の確保及び増進に関しては，母子保健計画に含まれる

内容であるため，市町村行動計画の中には含まないものとされている。 
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（児童福祉論・事例問題） 

 

次の事例を読んで，問題１０８から問題１１０までについて答えなさい。 
〔事 例〕 

 Ｈ子（４歳）の両親は，Ｈ子が２歳の誕生日を迎えた頃に離婚し，Ｈ子は実母に引き取

られた。実母は精神疾患を抱えており，生活保護を受給している。離婚後間もなく，実母

はＨ子に対し，殴る，蹴るなどの暴力を振るうようになった。Ｈ子が２歳半の時，実母の

罵声とＨ子の悲鳴が気になった近所の人が児童相談所に通告，児童相談所は実母の同意の

もとに直ちにＨ子を児童養護施設に入所させた。実母はＨ子への愛情は乏しく，面会にも

まったく来ない。 
 児童相談所としては，Ｈ子の施設入所生活が長引くことが想定されたため，家庭的な雰

囲気の安定的な養育環境が必要と判断し，里親委託を決定した。委託に先立ち，里親のＪ

夫妻は児童養護施設にいるＨ子との面会を重ねた。その結果，Ｈ子がＪ夫妻によく懐
なつ

くよ

うになったため，４歳の誕生日を機に委託に至ったものである。 
 委託に際して，Ｊ夫妻は児童相談所の担当児童福祉司Ｋに，Ｈ子の実母がＨ子との面会

を突然，直接Ｊ夫妻に求めてきた場合の対応について相談した（問題１０８）。 
 委託当初は，Ｈ子は素直で，特に里親を困らせる言動も見られなかったが，２か月が経

過した頃から，夜尿が激しくなるとともに，嘘をつく，口答えをするなどの行動が見られ

るようになった。そこで，Ｊ夫妻は児童福祉司Ｋに相談した（問題１０９）。 
 その際の児童福祉司Ｋの対応は適切であったが，その後，Ｈ子の問題行動はひどくなる

一方であった。里父は「叱るべき時には，きちんと叱らねば」と考え，厳しく叱るように

したところ，Ｈ子は里父を怖がって避けるようになり，逆に里母から離れなくなってしま

った。やがて里父は，「お前がＨ子を甘やかすからだ」と里母を責めるようになるなど，今

では夫婦の関係もぎくしゃくしたものとなってしまった。そこで，児童相談所では，Ｈ子

やＪ夫妻への今後の援助方針について会議が開かれたが，そこでは様々な意見が出された

（問題１１０）。 
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問題 108 このときの児童福祉司ＫのＪ夫妻への発言について，最も適切なものを一つ選

びなさい。 

１ 直ちにＨ子に会わせてあげてください。 

２ Ｈ子に会わせることは避け，まず，児童相談所に相談するよう実母に伝えてください。 

３ 現在，Ｈ子を養育しているのはＪ夫妻なのだから，会わせるかどうかはＪ夫妻で決め

てください。 

４ Ｈ子の気持ちがいちばん大切ですから，Ｈ子の意向に従ってください。 

５ 実母は多分現れないと思うし，万一面会を希望してきたら，その時はその時で対応を

一緒に考えましょう。 

 

問題 109 このときの児童福祉司ＫのＪ夫妻への発言について，最も適切なものを一つ選

びなさい。 

１ Ｈ子の年齢は反抗期であり，実子でもこの程度のことはありがちです。Ｊ夫妻も頑張

っていただいているのですから，心配しないでください。 

２ Ｈ子の状況は，病気の可能性があると考えられます。このため，至急，専門病院で診

てもらうように手配する必要があります。 

３ Ｈ子は愛情を求めているのですから，Ｈ子の希望どおりに，愛情をかけてやってくだ

さい。里親としては，厳しく叱ってはいけません。 

４ いずれ必ず落ち着くので，その時を信じて気長に見守ってあげてください。今は，何

も考えずに，今までどおりのかかわりを継続してください。 

５ Ｈ子が甘えを表現できるようになったのですね。でも，Ｊ夫妻としてはつらいところ

ですね。児童相談所と一緒に考えていきましょう。 

 

問題 110 このときの会議で出された次の意見のうち，最も適切なものを一つ選びなさい。 

１ Ｊ夫妻に里親委託をしたのであるから，Ｈ子の養育については，Ｊ夫妻による自己決

定を尊重しなくてはいけない。このため，児童相談所としては静観すべきである。 

２ Ｈ子に対するＪ夫妻の養育態度を見ると，里親としての養育能力に欠けると思われる。

このため，Ｊ夫妻以外の他の里親への委託を検討すべきである。 

３ Ｈ子の心理状態を見極めながら，Ｈ子への心理的ケアのあり方について検討すべきで

ある。また，Ｊ夫妻に対して，Ｈ子の心の動きについて説明する必要がある。 

４ 里父の厳しい叱
しっ

責がＨ子の問題行動の一つの要因として考えられる。このため，叱責

は避け，Ｈ子を甘やかすよう助言すべきである。 

５ Ｈ子の問題行動は，どんな里親であっても手に余ると考えられる。このため，里親に

委託することは困難であり，Ｈ子を児童養護施設に戻すべきである。 
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社会福祉援助技術 

 

問題 111 ソーシャルワークにおける「人」と「環境」をめぐる学説に関する次の記述の

うち，正しいものを一つ選びなさい。 

１ ジャーメイン（Germain,C.）らは，生態学の視点を用いて，個人に焦点を当てつつ，

個人の適応についての説明をしようとした。 

２ ハミルトン（Hamilton,G.）は，社会生活機能という概念を用いて，社会環境からの要

求と人の対処努力との間の交換・均衡に焦点を合わせることを提唱した。 

３ バートレット（Bartlett,H.）は，状況の中の人間という概念を用いて，ケースワーク

における診断についての特徴を明らかにしようとした。 

４ リッチモンド（Richmond,M.）は，人と社会環境との間を個別に意識的に調整すること

を通して，パーソナリティを発達させる過程について論じた。 

５ ソロモン（Solomon,B.）は，人を環境との相互関連の中でとらえようとし，人は状況

により変化するという考え方をソーシャルワークに導入した。 

 
問題 112 日本社会福祉士会の倫理綱領（２００５年採択）に関する次の記述の空欄Ａ，

Ｂ，Ｃに該当する語句の組み合わせとして，正しいものを一つ選びなさい。 

われわれ社会福祉士は，すべての人が人間としての尊厳を有し，価値ある存在であり，

平等であることを深く認識する。われわれは平和を擁護し，「Ａ」と「Ｂ」の原理に則り，

サービス利用者本位の質の高い福祉サービスの開発と提供に努めることによって，社会福

祉の推進とサービス利用者の「Ｃ」をめざす専門職であることを言明する。（前文より） 
   Ａ     Ｂ     Ｃ 

１ 民主主義－－権利擁護－－自己実現 

２ 民主主義－－権利擁護－－支援 

３ 民主主義－－社会正義－－支援 

４ 人権－－－－社会正義－－支援 

５ 人権－－－－社会正義－－自己実現 
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問題 113 アドボカシーに関する次の記述のうち，適切なものに○，適切でないものに×

をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びなさい。 

Ａ アドボカシーを行うソーシャルワーカーは，サービス提供機関などの方針とクライエ

ントの意向が対立する場合，クライエントの立場を優先的に考える。 

Ｂ アドボカシーを行うソーシャルワーカーは，専門的知識と技術を用いて，クライエン

トを支持し，クライエントの最善の利益に向けて行動する。 

Ｃ ケース・アドボカシーとは，ソーシャルワーカーが特定のニーズを持つ集団の権利を

擁護していくことである。 

Ｄ コーズ・アドボカシーとは，クライエントがソーシャルワーカーの支援を受け，ニー

ズ充足を求めて行動し，自らの権利を擁護していくことである。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ × × 

２ ○ × ○ × 

３ ○ × × ○ 

４ × ○ ○ ○ 

５ × × ○ ○ 

 

問題 114 ソーシャルアクションに関する次の記述のうち，適切なものの組み合わせを一

つ選びなさい。 

Ａ ソーシャルアクションには，ソーシャルワーカーが主に教育者や管理者としての役割

を果たすことが含まれる。 

Ｂ ソーシャルアクションには，地域住民などのニーズ充足のために，制度やサービスの

改善などを目指して行う組織的な活動が含まれる。 

Ｃ ソーシャルアクションには，世論の喚起や集会・署名・請願・陳情などによる議会や

行政機関への要求行動が含まれる。 

Ｄ ソーシャルアクションには，政策形成・政策決定，資源の調達・配分についての計画

が含まれる。 

（組み合わせ） 

１ Ａ Ｂ 

２ Ａ Ｃ 

３ Ｂ Ｃ 

４ Ｂ Ｄ 

５ Ｃ Ｄ 
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問題 115 次の記述のうち，適切なものに○，適切でないものに×をつけた場合，その組

み合わせとして正しいものを一つ選びなさい。 

Ａ スーパービジョンでは，上司が部下の課題解決などを支援していくことがある。 

Ｂ スーパービジョンでは，上司が部下に適切な知識や技術を習得させるようにすること

がある。 

Ｃ コンサルテーションでは，ソーシャルワーカーが他の専門職の相談に応じ，助言する

ことがある。 

Ｄ コンサルテーションでは，ソーシャルワーカー同士で業務遂行の適切性を相互に管

理・監督することがある。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ ○ × 

２ ○ ○ × ○ 

３ ○ × ○ × 

４ × ○ × ○ 

５ × × ○ ○ 

 

問題 116 次の記述の空欄Ａ，Ｂ，Ｃに該当する語句の組み合わせとして，正しいものを

一つ選びなさい。 

標本調査とは，調査対象となる集団の一部を抽出し，「Ａ」の特性を推測する方法である。

集団の一部を抽出する方法には，確率理論に基づく「Ｂ」と，確率理論に基づかない有意

抽出法がある。「Ｂ」には，一定の間隔で標本を抽出する「Ｃ」という方法がある。 
  Ａ      Ｂ        Ｃ 

１ 標本－－－無作為抽出法－－スノーボール法 

２ 標本－－－無作為抽出法－－系統抽出法 

３ 標本－－－割当抽出法－－－スノーボール法 

４ 母集団－－割当抽出法－－－スノーボール法 

５ 母集団－－無作為抽出法－－系統抽出法 
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問題 117 障害者福祉施設におけるソーシャルワーカーの就労支援に関する次の記述の

うち，適切なものを一つ選びなさい。 

１ 障害者就労支援チームのメンバーとして，インシデント・プロセス法を用いて，就労

支援の開始期における利用者のケアプランを作成する。 

２ 利用者に対して，利用者本人に合った就労支援セミナーや職場見学会等への参加を促

す。 

３ あらゆる利用者を就労支援の対象者とし，一般雇用を目標として就労の促進を図る。 

４ 就労支援のための相談援助は直接行わず，利用者に地域障害者職業センターを紹介す

る。 

５ 障害者就労支援チームのメンバーとして，ケアプラン作成のためのケア会議に出席し，

利用者本人及び必要に応じてその家族等に参加を促す。 

 

問題 118 ソーシャルワーカーが行う連携に関する次の記述のうち，適切なものに○，適

切でないものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びなさい。 

Ａ 連携には，ワーカーと地域住民などとの間で行われるものがある。 

Ｂ 連携を行うための会議では，合理的な運営のために特定の職種がリーダーを務める。 

Ｃ 連携を行うための会議では，個人情報の管理について十分な配慮を行う。 

Ｄ 連携は，ソーシャルワークにおける援助過程のインテークの段階で主に行われる。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ ○ × 

２ ○ × ○ × 

３ ○ × × ○ 

４ × ○ ○ ○ 

５ × ○ × ○ 
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問題 119 次の記述のうち，適切なものに○，適切でないものに×をつけた場合，その組

み合わせとして正しいものを一つ選びなさい。 

Ａ 家族システムアプローチでは，問題をめぐるシステムに働き掛けることで解決に向か

うという前提に立ち，最も身近なシステムとしての家族に働き掛けを行う。 

Ｂ 心理社会アプローチでは，生活モデルに基づき，個人に生じる特定の問題行動に働き

掛け，その問題行動の変容を行う。 

Ｃ 危機介入アプローチでは，災害や急病といった突発的な出来事ばかりでなく，ライフ

サイクル上の課題等によるストレスも視野に入れて介入を行う。 

Ｄ 生態学的アプローチでは，学習理論に基づき，個人のニーズ充足のために生活環境の

改善を行う。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ ○ × 

２ ○ ○ × ○ 

３ ○ × ○ × 

４ × ○ × ○ 

５ × × ○ ○ 

 

問題 120 社会福祉援助活動の展開に関する次の記述のうち，最も適切なものを一つ選び

なさい。 

１ インテークでは，クライエントとその環境全般にわたって様々な情報を収集し，クラ

イエントの生活全体をとらえる。 

２ アセスメントでは，クライエントのニーズと援助目標との適合性や援助展開などを確

認し，目標達成に向けて援助を展開する。 

３ プランニングでは，クライエントの解決困難な課題から取り組み，その援助に向けて

の目標設定や援助実施の見守りを行う。 

４ インターベンションでは，クライエントやその環境及びその両者への介入を行い，状

況に応じて社会資源の開発などを行う。 

５ エバリュエーションでは，クライエントのニーズと援助機関の機能やサービス内容と

の適合性の判断を行う。 
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問題 121 ケアマネジメントの過程に関する次の記述のうち，正しいものを一つ選びなさ

い。 

１ ケアマネジメントの効果や利用者の満足度などを査定し判断することを「スクリーニ

ング」という。 

２ 実施されたサービスがケアプランどおりに行われているか，サービスが利用者の変化

に対応できるかなど，その状況を見守ることを「アセスメント」という。 

３ 利用者のニーズ，問題，自己ケア能力など，利用者を取り巻く状況を多面的，包括的

にとらえることを「ケアプランの作成」という。 

４ 利用者と合意を得た後，実行可能な援助サービスを提供することを「ケアプランの実

施」という。 

５ ケアマネジメント実施後に，利用者・家族の意向などを反映させ，ニーズの優先順位

づけを行うことを「モニタリング」という。 

 

問題 122 住民による高齢者見守りネットワークに関する次の記述のうち，適切なものに

○，適切でないものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びな

さい。 

Ａ 地域ネットワークの構築には，社会資源やニーズの把握，住民への啓発活動，虐待防

止ネットワークづくりなどが含まれる。 

Ｂ 地域住民が早期発見や見守りのネットワークにかかわることで，住民の地域への関心

を高めることができるといわれている。 

Ｃ 高齢者の虐待防止のためのネットワークとは，介護保険サービス事業者，行政機関，

医療機関の３者で組まれたネットワークである。 

Ｄ ネットワークのための社会資源マップは，行政が提供する資料に基づいて作成される。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ ○ × 

２ ○ ○ × × 

３ ○ × ○ ○ 

４ × × ○ ○ 

５ × × × ○ 
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（社会福祉援助技術・事例問題 1） 

 

次の事例を読んで，問題１２３から問題１２５までについて答えなさい。 
〔事 例〕 

 この児童養護施設では，入所している中学３年生を対象に，「卒業後の進路について」と

いうテーマで毎年グループワークを実施している（問題１２３）。今年度は，４月から５月

にかけて，週１回のペースで６回開催している。メンバーは中学３年生の入所児童６名（男

子２名，女子４名）で実施し，グループワーカー（以下，「ワーカー」という。）は児童指

導員が担当している。 
 次の場面は，２回目のグループワーク場面でのやりとりである。 
ワーカー：卒業後の進路について，みんなはどう考えているの？それぞれ聞かせてくれる

かな。 
Ｌさん ：私は，とりあえず普通科の高校に行きたいとは思ってる・・・。 
Ｍ君  ：僕は，高校でも野球を続けたいので，野球部がある高校に行きたいよ。 
Ｎさん ：みんな高校に行きたいのね。私もなんとなくそう思ってるけど・・・。 
ワーカー：Ｐ君はどうかな。 
Ｐ君  ：僕も絶対高校に行きたい。勉強はあんまり好きじゃないけど。 
Ｍ君  ：今のＰ君の成績じゃ無理だよ。どこにも行けないよ。あきらめた方がいいよ。 
ワーカー：（問題１２４） 
    ・・・（中略）・・・ 
ワーカー：それぞれ少しずつ思いは違っても，６人とも高校に進学したいということだっ

たよね。みんなの考えを聞いてみての感想とか，どうかな。 
Ｎさん ：私，ちょっと焦っちゃった。そろそろちゃんと考えなきゃいけない時期なんだ

なって。 
ワーカー：そうだよね。今日はもう時間なんだけど，次回は進路のことについて，みんな

と，もう少し深く考える機会にできたらいいね（問題１２５）。 
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問題 123 このグループワークにおいて，ワーカーが設定している目標に関する次の記述

のうち，適切なものに○，適切でないものに×をつけた場合，その組み合わせとして正

しいものを一つ選びなさい。 

Ａ 全メンバーに高校進学を目指す雰囲気を作ることができる。 

Ｂ 各メンバーが自分の進路について洞察するきっかけとなる。 

Ｃ グループワーク終了後もメンバー間で相互に相談できるようになる。 

Ｄ 各メンバーが自分の目標に向けて具体的に取り組めるようになる。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ × × 

２ ○ × ○ × 

３ × ○ ○ ○ 

４ × ○ × ○ 

５ × × ○ ○ 

 

問題 124 この場面でのワーカーの発言に関する次の記述のうち，最も適切なものを一つ

選びなさい。 

１ 確かに，現実を直視するのは大事だね。今のＰ君の成績では厳しいよなあ。 

２ Ｍ君だって人のことを言える成績じゃないだろ。そんなこと言っちゃだめだよ。 

３ Ｍ君がそう言いたくなる気持ち，とてもよく分かるよ。 

４ Ｐ君は，自分の成績のことをどう思ってるの？ 

５ 希望を大切にしたいので，Ｐ君の今の気持ちをみんなで大切にしようよ。 

 

問題 125 次回以降のワーカーの働き掛けに関する次の記述のうち，適切なものの組み合

わせを一つ選びなさい。 

Ａ 学習意欲を高めるために，模擬試験の成績一覧を各メンバーに示す。 

Ｂ 高校に通学している先輩をゲストに招き，高校生活の実際についての話を聞く。 

Ｃ 各メンバーの成績や家庭環境を考慮して，受験すべきそれぞれの高校を早めに指示す

る。 

Ｄ 進学に向けて，どのような準備をする必要があるのかを全メンバーで話し合う。 

（組み合わせ） 

１ Ａ Ｂ 

２ Ａ Ｃ 

３ Ａ Ｄ 

４ Ｂ Ｄ 

５ Ｃ Ｄ 
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（社会福祉援助技術・事例問題 2） 

 

次の事例を読んで，問題１２６から問題１２８までについて答えなさい。 
〔事 例〕 

 Ｑさん（４３歳，男性）は，妻（４０歳）と娘（１２歳）の３人暮らしである。Ｑさん

は，病院で診察を受け，血液検査を受けたところ，ヒト免疫不全ウイルス（以下，「ＨＩＶ」

という。）に感染していることが分かった。数週間後，主治医から病気の説明を受けたＱさ

んは，家族に病名を伝えない形での短期検査入院となった。Ｑさんは，主治医が回診に来

ても布団を被って丸くなっている状態であった。それを見た主治医は，Ｑさんのことが心

配になり，医療福祉相談室があることをＱさんに伝え，ソーシャルワーカー（以下，「ワー

カー」という。）のことを紹介した。 
 主治医は，電話でワーカーにＱさんと至急面接して欲しいとの依頼をした。そこで，ワ

ーカーは，なるべく早くＱさんと面接を行うことにした（問題１２６）。 
 Ｑさんとの初回面接の日程調整後，ワーカーは，Ｑさんが安心できるような配慮のもと

に，初回面接に臨んだ（問題１２７）。 
 張り詰めた表情のＱさんが突然顔を上げ，「私はもうすぐ死ぬのでしょうか」と強い口調

で尋ねてきた。ワーカーが，「先生からどのような説明を受けましたか」と尋ねると，Ｑさ

んは，「ＨＩＶに感染していると聞いた途端，気が動転してしまい，先生が何を説明されて

いたのかよく覚えていません」と答えた。さらに面接を進める中で，Ｑさんが，この病気

を抱えてこれからどうなるのか，家族にはどのように説明すればよいのか，仕事は辞めな

ければならないのか，高額になると思われる医療費はどうしたらよいのかなど，立て続け

に質問してきたことから，非常に混乱していることが明らかになった。これらの課題につ

いて，ワーカーは一緒に考えていくことを約束した。近日中にもう一度面接することを提

案し，Ｑさんから同意を得ることができた。面接を終えたワーカーは，今日の面接結果を

基に次回以降の面接の準備をした（問題１２８）。 
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問題 126 この時点で行うワーカーの準備に関する次の記述のうち，適切なものに○，適

切でないものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びなさい。 

Ａ ＨＩＶに関する疾病の知識と予後について十分に理解をしておく。 

Ｂ 事前に家族と連絡を取り，インフォームド・コンセントに備える。 

Ｃ Ｑさんのプライバシーが確保できる面接室を準備する。 

Ｄ これまでのＱさんの状況や様子についての情報を主治医から得る。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ × × 

２ ○ × ○ ○ 

３ ○ × ○ × 

４ × ○ × × 

５ × × ○ ○ 

 

問題 127 初回面接においてＱさんを安心させる配慮として行うワーカーの行動に関す

る次の記述のうち，適切なものに○，適切でないものに×をつけた場合，その組み合わ

せとして正しいものを一つ選びなさい。 

Ａ 話される内容などについての秘密を守ることをしっかりとＱさんに伝える。 

Ｂ Ｑさんが面接室に来てくれたことをねぎらう。 

Ｃ 福祉事務所や他の医療機関と連携して課題解決できることをＱさんに示す。 

Ｄ 治療方法の選択肢とその効果についてＱさんに説明する。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ × × 

２ ○ × ○ ○ 

３ ○ × ○ × 

４ × ○ × ○ 

５ × × ○ ○ 
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問題 128 ワーカーが採るべき今後の援助の方向性に関する次の記述のうち，適切なもの

に○，適切でないものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選び

なさい。 

Ａ Ｑさんの状況を危機的であると判断し，主治医にチームでのサポート体制づくりを提

案する。 

Ｂ Ｑさんの状況から，今後の医療費の相談などで家族との面接が必要であると判断し，

そのための面接準備を進める。 

Ｃ 得られた情報から課題分析を行い，活用できそうな制度や社会資源を調べ，次回の面

接に備える。 

Ｄ 病気と今後の治療方針について理解が得られるように，主治医に再度の説明を求める

ようＱさんに提案する。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ ○ × 

２ ○ ○ × × 

３ ○ × ○ ○ 

４ × ○ × ○ 

５ × × ○ ○ 
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（社会福祉援助技術・事例問題 3） 

 

次の事例を読んで，問題１２９から問題１３１までについて答えなさい。 
〔事 例〕 

 Ｚ福祉事務所のソーシャルワーカー（以下，「ワーカー」という。）は，大学を卒業して

３年目の女性ワーカーである。ある日，婦人相談所に保護を求めたＲさん（２６歳）と一

人息子（３歳）の支援を行うことになった。Ｒさんは度重なる夫からの暴力を逃れ，身を

隠すようにして，１か月ほど前から婦人相談所で一時保護を受けており，これからの生活

を立て直すために，母子生活支援施設への入所を勧められ，インテーク面接のためＺ福祉

事務所に来所することになった（問題１２９）。 
 ワーカーは，Ｒさんに簡単な自己紹介をした上で，今どのようなことに困難を感じ，こ

れからどのような生活をしていきたいと考えているかについて尋ねた。すると，Ｒさんは，

「今は何も考えることができない・・・。ただ，婦人相談所の一時保護所にはいつまでも

いられないから，他に行くところを探さなければならない・・・。特に，今の自分には目

的や希望があるわけではないし・・・。婦人相談所から紹介された母子生活支援施設への

入所にも決心がつかなくて・・・」と憔悴
しょうすい

した表情で話した（問題１３０）。 
 その後，ワーカーは，Ｒさんの気持ちを尊重し，話すことのできる範囲内で，婦人相談

所に保護を求めた状況，夫との結婚のいきさつ，子どもに対する想い，自分の生い立ちな

どを語ってもらい，当面の生活についての希望を確認した。面接中，婦人相談所に保護さ

れる直前には，夫の暴力がＲさんだけでなく息子にも加えられ始めたこと，Ｒさんが小学

生の頃，父親から暴力を受けていたこと，また，夫と結婚する前に交際していた男性から

も暴力を受けた経験があり，その暴力から逃れるために，その頃とても優しい男性に思え

た夫との結婚を決心したことなどが語られた。そして，インテーク面接の終わりに，Ｒさ

んは，「男性から暴力を受けることが，私の人生なのかも知れない・・・」とポツリと話し

た（問題１３１）。 
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問題 129 この場面においてワーカーが面接前に行う準備に関する次の記述のうち，適切

なものに○，適切でないものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一

つ選びなさい。 

Ａ 婦人相談所から紹介されてきたいきさつなどを確認し，Ｒさんが置かれている状況に

関しての課題整理を行う。 

Ｂ 夫からの強引な訪問や連絡に備えて，母子生活支援施設への入所の手はずをあらかじ

め進めておく。 

Ｃ 婦人相談所以外に，Ｒさん親子に支援の可能性のある機関とも連絡が取れるよう手は

ずを整えておく。 

Ｄ Ｒさんの不安感を想定し，不安が和らぐような配慮を考え，面接室の準備を行う。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ × ○ 

２ ○ ○ × × 

３ ○ × ○ ○ 

４ × ○ × × 

５ × × ○ ○ 

 

問題 130 この場面における，ワーカーの応答に関する次の記述のうち，適切なものに○，

適切でないものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びなさい。 

Ａ 「一時保護所のことがお分かりになったのですね」と一時保護の現実を直視させ，評

価する。 

Ｂ 「まだ，入所の決心がついていませんね」と尋ね，入所についての決心を急ぐように

促す。 

Ｃ 「ここまで大変だったと思います」とＲさんの気持ちを受け止め，現時点での情報の

共有化を図る。 

Ｄ 「Ｒさんのペースでこれからのことを一緒に考えていきましょう」と応答する。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ × ○ 

２ ○ ○ × × 

３ ○ × ○ × 

４ × ○ × × 

５ × × ○ ○ 

 

33 第20回　＜午後＞　社会福祉士試験



問題 131 この場面でワーカーが行う対応に関する次の記述のうち，適切なものに○，適

切でないものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びなさい。 

Ａ Ｒさんのこれからの生活の立て直しのために，生活技能訓練のグループを紹介し，参

加を勧める。 

Ｂ Ｒさんが男性から暴力や虐待を受けてきたことについての洞察を深める援助を行い，

精神科の受診を勧める。 

Ｃ Ｒさんに母子生活支援施設への入所の必要性を説得し，婦人相談所にはＲさんに代わ

って入所の意向を伝える。 

Ｄ Ｒさんのこれまでの人生のつらさを共感し，ワーカーがともに考えていくことを確認

しあう。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ ○ × 

２ ○ × × ○ 

３ ○ × × × 

４ × ○ ○ × 

５ × × × ○ 
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（社会福祉援助技術・事例問題 4） 

 

次の事例を読んで，問題１３２から問題１３４までについて答えなさい。 
〔事 例〕 

 児童相談所に勤めて３か月の新人であるソーシャルワーカー（以下，「ワーカー」という。）

は，今回，先輩スーパーバイザーの同席のもとで面接を行うことになった。入室してきた

Ｓさん（２８歳）は，５年前に結婚した専業主婦であり，ＩＴ企業に勤務している夫（３

０歳）と娘（４歳）の３人家族である。ワーカーとスーパーバイザーは，Ｓさんに自己紹

介を行い１時間の約束で面接を開始した。 
 ワーカー：どのようなご相談でいらしたのですか。 
 Ｓさん ：実は娘のしつけに悩んでいるのです。娘が言うことを聞かないので。 
 ワーカー：娘さんは，どのように言うことを聞かないのですか。 
 Ｓさん ：目を離したすきにライターを持ち出すなど，勝手に家の中の危険なものに触

るんです。またスーパーに行くと知らないうちにお菓子をポケットに入れて

持ち帰ったりします。何度言い聞かせてもやめないので，ついかっとなって

手を上げてしまって・・・。このところ，何度もなんです（涙ぐんで）。 
 ワーカー：（問題１３２） 
 その後，ワーカーは，夫が仕事で忙しくＳさんだけに育児が任されていることを聞き，

さらに問題状況を把握するための面接を進めていった（問題１３３）。 
 面接も終わり近くなって，急にＳさんはワーカーに向かって「私のしつけは，間違って

いますか。教えてください」と言った。ワーカーは，「私は，親に殴られたことがないので

よく分かりませんが，４歳といえば，いろいろなことに興味がある時期でしょう。力任せ

にしつけをするというより，辛抱強く言い聞かせることの方が大切なのではないでしょう

か」と応え，次回の日程を調整して初回面接を終了した。 
 初回面接終了後，スーパーバイザーは，ワーカーに面接の労をねぎらいつつスーパービ

ジョンを行った（問題１３４）。 
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問題 132 この場面でのワーカーの応答に関する次の記述のうち，適切なものの組み合わ

せを一つ選びなさい。 

Ａ 手を上げてしまったことを悔やんでおられるのですね。 

Ｂ 娘さんのことでずいぶん苦しんでおられるようですね。 

Ｃ そんなに気にしなくても大丈夫ですよ。 

Ｄ 娘さんは，お母さんの気をひきたいだけですよ。 

（組み合わせ） 

１ Ａ Ｂ 

２ Ａ Ｄ 

３ Ｂ Ｃ 

４ Ｂ Ｄ 

５ Ｃ Ｄ 

 

問題 133 この場面でワーカーがアセスメントすべき内容に関する次の記述のうち，適切

なものに○，適切でないものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一

つ選びなさい。 

Ａ Ｓさんの育児に対するストレスの状況 

Ｂ Ｓさんの夫の収入 

Ｃ しつけに対する夫婦の考え方とＳさんの受け止め方 

Ｄ Ｓさん母子の日常生活の様子 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ × × 

２ ○ × ○ ○ 

３ ○ × ○ × 

４ × ○ ○ ○ 

５ × ○ × × 
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問題 134 この場面でのスーパーバイザーの発言に関する次の記述のうち，適切なものに

○，適切でないものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びな

さい。 

Ａ 親に殴られたことがないといって，自己開示できたのはよかったですね。 

Ｂ Ｓさんのしつけについての考え方や大変さをもう少し聞いてもよかったかもしれませ

んね。 

Ｃ 振り返ってみて，Ｓさんのことを受け止めることができたと思いますか。 

Ｄ Ｓさんの主訴がどのようなことだったのかをもう一度確認してみましょう。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ × ○ 

２ ○ × ○ ○ 

３ ○ × ○ × 

４ × ○ ○ ○ 

５ × ○ × × 
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（社会福祉援助技術・事例問題 5） 

 

次の事例を読んで，問題１３５から問題１３７までについて答えなさい。 
〔事 例〕 

 ＮＰＯ法人が運営している知的障害者の作業所に勤務するソーシャルワーカー（以下，

「ワーカー」という。）は，利用者の収入を上げるために，かねてより社員として雇用して

くれる企業を探していた。このたび障害者雇用に積極的なＹ食品会社と交渉したところ，

利用者のうち２名をパンの製造部門の社員として採用してもよいとのことであった（問題

１３５）。 
 作業所の利用者の一人にＴさん（３５歳，男性）がいる。Ｔさんは，グループホームで

仲間５名とともに世話人の支援を受けて生活している。週５日は作業所でパンとクッキー

作りをしている。月当たりの工賃は約２万円である。ワーカーはＹ食品会社の社員の候補

としてＴさんが適任ではないかと考え，Ｔさんと面接した。Ｔさんは「普通の会社でも働

いてみたい。でも，今の仲間とできれば一緒に仕事をしたいし，別の場所に通うことに不

安がある」と語った（問題１３６）。 
 ・・・（中略）・・・ 
 ＴさんはＹ食品会社の工場に通い始めた。作業所の仕事仲間だったＵさんとは，昼食を

並んでとり，一緒にバスで通勤している。仕事には徐々に慣れて，担当の作業がうまくで

きるようになった。ただ，職場の人達にはなかなかなじむことができず，話しかけられて

も返事をしないことが多い。働き始めて４か月ほど経ったあるとき，Ｔさんはパンの焼き

時間を間違え不良品を出してしまった。上司にひどく叱られ，ふさぎ込み，その後数日間

無断で欠勤した。Ｙ食品会社の人事担当者はワーカーに電話をし，「Ｔさんは，Ｕさんとも

一緒にいることがなくなり，仕事でも注意散漫なことが多いですね。最近何日かは無断で

欠勤しています。これからうちでやっていけるのかが心配です」と言った。ワーカーがＴ

さんに連絡を取ったところ，「もう少し頑張ってみたい」とのことであった（問題１３７）。 
 

問題 135 このようなワーカーの活動に対応する次の語句のうち，適切なものを一つ選び

なさい。 

１ モニタリング 

２ ブレインストーミング 

３ インテーク 

４ ケアプランの作成 

５ 社会資源の開発 
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問題 136 この発言を受けて，ワーカーが行うＴさんへの対応に関する次の記述のうち，

適切なものに○，適切でないものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいもの

を一つ選びなさい。 

Ａ Ｔさんに一般雇用に慣れるための訓練を行う。 

Ｂ Ｔさんが職場体験できるように機会を設ける。 

Ｃ Ｔさんとともに，Ｙ食品会社の人から仕事内容の説明を受ける。 

Ｄ Ｔさんに対して責任ある立場になるように励ます。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ × ○ 

２ ○ ○ × × 

３ ○ × ○ ○ 

４ × ○ ○ × 

５ × × ○ ○ 

 

問題 137 この場面におけるワーカーの対応に関する次の記述のうち，適切なものに○，適

切でないものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びなさい。 

Ａ 人事担当者に職場適応援助者（ジョブコーチ）による支援を提案する。 

Ｂ Ｙ食品会社を訪問し，上司とともにＴさんへの支援策を協議する。 

Ｃ Ｔさんが元の作業所での仕事に復帰できるように手配する。 

Ｄ Ｔさんの自覚を促すため無断欠勤について強く叱
しっ

責する。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ × ○ 

２ ○ ○ × × 

３ ○ × ○ × 

４ × ○ × × 

５ × × ○ ○ 
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（社会福祉援助技術・事例問題 6） 

 

次の事例を読んで，問題１３８から問題１４０までについて答えなさい。 
〔事 例〕 

 Ｘ居宅介護支援事業所の社会福祉士の資格を持つＥ介護支援専門員（以下「専門員」と

いう。）は，要介護高齢者やその家族の様々な相談に応じている。ある日，女性Ｆさん（６

９歳）から次のような電話相談があった。 
 Ｆさん：あのー，夫の介護に疲れてしまって・・・。介護保険は申請したのですが，ど

うしていいのか分からなくて・・・。 
 専門員：介護にお疲れになったのですね（問題１３８）。 
 ・・・（中略）・・・ 

 専門員は，Ｆさんの話の内容から，次のような状況であることが分かった。脳梗塞
こうそく

で入

院していたＦさんの夫（７０ 歳）は，病状が安定し退院して在宅生活を送っていた。 
 Ｆさんは，夫との二人暮らしで，子どもはいるが，同居はせず遠方で暮らしているとの

ことであった。介護保険を申請し，要介護２の状態であったが，Ｆさんが全面的に介護し

たいとの意向であったため，介護保険によるサービスを利用せずにこれまでやってきたと

いう。しかし，Ｆさんも既に高齢であり，夫の介護を一人でやっていく自信がなくなった

が，介護保険によるサービスを活用しながら，在宅で夫の介護を継続していきたいとも考

えている。また，専門員は，ＦさんやＦさんの夫についての話から，支援の緊急性が現時

点で高くないことを確認した（問題１３９）。 
 ・・・（中略）・・・ 
 そして，Ｆさんとの電話の最後の場面となった。 
 Ｆさん：ありがとうございました。なんとなくほっといたしました。来週金曜日の午後

２時ごろが都合がよいのですが・・・。 
 専門員：では，来週金曜日の午後２時に，Ｆさんのご自宅にお伺いさせていただきます。

最後に，何かお話しなさりたいことはございますか。 
 Ｆさん：いいえ，ありません。本当にありがとうございました（問題１４０）。 
 

問題 138 この場面で行った専門員の面接技法に関する次の記述のうち，適切なものを一つ

選びなさい。 

１ 主訴の確認 

２ 事実の確認 

３ 感情の反映 

４ 事実の要約 

５ 状況の理解 
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問題 139 この時点で考えられる専門員が行う対応に関する次の記述のうち，適切なものに

○，適切でないものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びな

さい。 

Ａ Ｆさんの夫の施設入所を勧める。 

Ｂ 今後，専門員が支援していくことについて確認する。 

Ｃ これまでの電話面接の内容を要約する。 

Ｄ Ｆさんの在宅介護の継続意思を確認する。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ × ○ 

２ ○ ○ × × 

３ ○ × ○ × 

４ × ○ ○ ○ 

５ × × ○ ○ 

 

問題 140 次回の訪問面接で専門員が行うことに関する次の記述のうち，適切なものに○，

適切でないものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びなさい。 

Ａ アセスメント 

Ｂ Ｆさんの夫の主訴の確認 

Ｃ モニタリング 

Ｄ Ｆさんの夫への専門員についての説明と支援を行うことへの同意 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ ○ × 

２ ○ ○ × ○ 

３ ○ × ○ × 

４ × ○ × ○ 

５ × × ○ ○ 
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介護概論 

 

問題 141 片麻痺者の介護法に関する次の記述のうち，適切なものを一つ選びなさい。 

１ 歩行介助は，利用者の患側前方に位置すると安全を守りやすい。 

２ 右片麻痺者が前開き上着を着用する場合，右腕を保護しながら先に左腕を袖に通す。 

３ 右片麻痺者がベッド上で臥
が

床して食事をする場合，利用者の左側から介助する。 

４ 左片麻痺者が車いすに移乗する場合，利用者の左側に車いすを置く。 

５ 麻痺がある利用者の入浴介助では，本人の負担をなくし介助者が洗う。 

 
問題 142 認知症に関する次の記述のうち，適切なものに○，適切でないものに×をつけた

場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びなさい。 

Ａ 脳血管性認知症の特徴として「まだら痴呆」がある。 

Ｂ 見当識障害の概念には徘徊
はいかい

や不潔行為が含まれる。 

Ｃ 記銘障害により，食事が済んですぐに「食事はまだか」と聞くことがある。 

Ｄ 介護の基本は，日常生活行動を個々の状態に合わせて，尊厳が保たれるよう援助する

ことである。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ × × 

２ ○ × ○ ○ 

３ ○ × ○ × 

４ × ○ × × 

５ × × ○ ○ 

 

問題 143 居住環境に関する次の記述のうち，適切なものを一つ選びなさい。 

１ 冬の期間は居室の温度を保つために，午前，午後の２回程度の換気が望ましい。 

２ 居室の湿度は５０～６０％が望ましい。 

３ 視覚に障害がある高齢者には光が刺激になるので，できるだけ照度を下げておくこと

が望ましい。 

４ 高齢者の住宅では室内温度と外気温との差を１０℃以内にすることが望ましい。 

５ 高齢者の住宅の居室・ドアなどの色彩は落ち着いた同系色で統一するのが望ましい。 
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問題 144 次の語句の組み合わせのうち，適切なものを一つ選びなさい。 

１ 人工透析－－－－－－－－腎
じん

臓機能障害－－難聴 

２ ペースメーカー－－－－－心臓機能障害－－不整脈 

３ オージオメーター－－－－視覚障害－－－－視野狭窄
さく

 

４ パルスオキシメーター－－呼吸機能障害－－顔面紅潮 

５ 消化管ストマ－－－－－－膀胱
ぼうこう

機能障害－－頻尿 

 

問題 145 障害者の支援に関する次の記述のうち，適切なものに○，適切でないものに×を

つけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びなさい。 

Ａ 込み合ったバスや電車で難聴者の支援をする場合，大きな声で頻回に声を掛け安全を

守る。 

Ｂ 視覚障害者の食事場面ではクロックポジションを用いるのが有効である。 

Ｃ 心臓機能障害者にチアノーゼの症状が出た場合，発熱の前兆なので検温する。 

Ｄ 腎臓機能障害者に減塩食の指示が出ている場合，調味料を工夫して味付けをする。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ × ○ 

２ ○ × ○ ○ 

３ ○ × ○ × 

４ × ○ ○ × 

５ × ○ × ○ 
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問題 146 居宅における介護計画に関する次の記述のうち，適切なものに○，適切でないも

のに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びなさい。 

Ａ 訪問介護計画は，居宅サービス計画が作成されている場合には，その後に作成する。 

Ｂ 居宅サービス計画と訪問介護計画の役割は異なるが，その方向性は同じである。 

Ｃ 訪問介護計画は，利用者の日常生活全般の状況及び希望を踏まえて作成しなければな

らない。 

Ｄ 訪問介護計画は，介護を受ける本人や家族の意向を基に介護支援専門員が立案するよ

うに義務づけられている。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ ○ × 

２ ○ ○ × × 

３ ○ × ○ ○ 

４ × ○ × × 

５ × × ○ ○ 

 

問題 147 福祉用具に関する次の記述のうち，適切でないものを一つ選びなさい。 

１ 「福祉用具法」で定められている福祉用具とは，心身の機能が低下し日常生活を営む

のに支障のある老人や心身障害者の日常生活上の便宜を図るための用具及び機能訓練の

ための用具並びに補装具である。 

２ 障害者自立支援法に規定する補装具の処方及び適合判定は，必要に応じ，身体障害者

更生相談所が行う。 

３ 社会福祉士は，介護保険法にいう福祉用具専門相談員として認められている。 

４ 介護保険法では，排泄
せつ

に使用する用具は特定福祉用具として貸与の対象品目となって

いる。 

５ 介護保険法の居宅介護福祉用具購入費は，厚生労働省令で定めるところにより，市町

村が必要と認める場合に限り支給される。 

 

（注） 「福祉用具法」とは，「福祉用具の研究開発及び普及の促進に関する法律」のこと

である。 
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問題 148 高齢者や障害者とのコミュニケーションに関する次の記述のうち，適切なものに

○，適切でないものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びな

さい。 

Ａ 感覚性失語とは言葉の意味は理解できるが，発語が適切にできない状態である。 

Ｂ 高齢者は一般的に高音域の声で話した方が聞き取りやすい。 

Ｃ 認知症の人との会話では，話し手の世界を壊さないように配慮する。 

Ｄ 聴覚障害者に話しかける時は，お互いの顔がよく見えるような状態で話し始める。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ ○ × 

２ ○ ○ × ○ 

３ × ○ × × 

４ × × ○ ○ 

５ × × × ○ 

 

問題 149 次の記述のうち，適切なものに○，適切でないものに×をつけた場合，その組み

合わせとして正しいものを一つ選びなさい。 

Ａ 発赤を発見したときは３０分程度除圧をし，発赤が消えない場合は発赤部を軽くマッ

サージをして緊急に対応する。 

Ｂ 側臥位の長期臥床では踵
かかと

に褥瘡が出来やすい。 

Ｃ 車いす座位で足部に浮腫
しゅ

が出現した場合，足部を膝
ひざ

の高さぐらいに上げて変化を観察

する。 

Ｄ 車いすで長時間座位をとる場合は２０～３０分ごとに除圧する。 

（組み合わせ） 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ○ ○ × ○ 

２ ○ ○ × × 

３ ○ × ○ ○ 

４ × ○ ○ × 

５ × × ○ ○ 
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問題 150 認知症に関する次の記述のうち，誤っているものを一つ選びなさい。 

１ アルツハイマー型認知症の人は，記憶障害の程度にかかわらず過去の生活歴を忘れる

が，段取りを決めることはできる。 

２ 認知症の人に情報を伝えるときは，単純な内容にして一つずつ伝える。 

３ パーソンセンタードケアの理念は，認知症になってもその人らしくいきいきと生活で

きるように個別のケアをすることである。 

４ 認知症の人は，判断力の低下のために異食や転倒などによる自己の生命の危険を自覚

しにくい。 

５ 認知症の人には，説得するよりも本人に納得がいくよう援助する。 
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